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                 藤枝市議会議員  １０番 平井 登  ㊞ 

 

  次のとおり通知します。 

発言の種類 代表質問    一般質問    緊急質問  

１ .  標  題 
瀬戸谷小中一貫教育モデル地区の中長期ビジョンについて  

 答弁を求める者（  市長、担当部長  ）  

（要旨・内容）  

平成 27 年 2 月議会において私は、本市中山間地域の小学校の児童生徒数

の著しい減少傾向を憂いつつ、学校の統廃合へと本市の教育政策が舵を切ら

ないよう地域住民の強い願いを代表し、「中山間地区の学校教育施設再編成

の方向性」と題し、小中一貫教育の可能性について北村市長に質問いたしま

した。その時のご答弁は、「瀬戸谷、稲葉、葉梨西北、朝比奈第一の小学校

を統廃合するようなことは決してなく、児童生徒、保護者、地域が納得でき

る形で、藤枝型の小中一貫教育を進め、とくに瀬戸谷については本格導入し

ていく」と力強く答えられました。明言どおり、翌 28 年 5 月には「小中一

貫教育推進協議会」及び「同検討委員会」を設置、方針や導入推進に関わる

具体の計画等を協議・検討され、 29 年 3 月の『藤枝市小中一貫教育推進計

画』策定、施行に至りました。  

その計画に基づき、同年度からモデル地区として、他校に先行する試みを

始めている瀬戸谷小中学校では、小学校高学年の教科担任制の実施による中

学校教員の乗り入れ授業や逆に小学校高学年生が中学校へ移動しての勉強、

あるいは、小学校教員の中学校へ出向いての学習支援等が、平成 30 年 3 月

に作成された『藤枝市小中一貫教育カリキュラム』を活用しながら、両校一

丸となり鋭意取り組まれています。  

また本年度は、小中一貫教育をスタートさせて 3 年目を迎える中、同計画

に従った自治会・町内会役員等を中心とした「コミュニティ・スクール（学

校運営協議会）」が設置され、“地域と共にある学校づくり”への新たな活

動も始まりました。  

瀬戸谷地区（学区）では、既に平成 24 年度から小中一貫教育の布石であ

った小中合同体育祭が行われ、あるいは昭和 57 年から継続している幼稚

園・小学校・中学校の教員合同研修会等により、小中一貫教育の下地は既に

でき上っていました。そのため、モデル地区になったことや平成 30 年 10

月の公開授業と実践紹介等による検証の機会を経る中、施設一体型の実現を



求める声が、学校現場、自治会・町内会等からにわかに上がりつつあります。

併せて、施設一体化に伴う跡地利用についての様々な構想もささやかれ、瀬

戸谷地区の課題解決と活性化につながる期待感も芽生えています。  

そこで、今後のビジョンを中心に以下 3 項目 8 点について伺います。  

 

（１）『小中一貫教育推進計画』のロードマップに示された「施設一体化」 

と「義務教育学校」に向けた検討について  

① 1.2 キロメートル離れている小学校と中学校を、教職員及び児童生徒が

行き来しながら行われている「施設分離型小中一貫教育」の評価と課題

を伺う。  

 

 ②「施設一体化」の実現の可能性と課題を伺う。  

 

 ③「義務教育学校」への移行時期はいつと考えているか伺う。  

 

 

（２）施設一体化によって創出できる跡地の有効利用について  

 ①「施設一体型」にする場合、どのような増設・改修工事が必要となるか

伺う。  

 

 ②「施設一体化」に伴う中学校、又は小学校の跡地利用について、どのよ

うな構想があるか伺う。  

 

 ③本市最大のセールスポイントである「サッカーのまち・ふじえだ」とし

て、将来を見据えた選手育成の場の必要性とともに、その育成プロセス

に魅了される若者世代、子育て世代の首都圏、市外等からの移住・定住

促進に繋がる構想も描けると考えるがどうか。  

 

 

（３）コミュニティ・スクール（学校運営協議会）の役割について  

 ①瀬戸谷小中一貫教育モデル地区としてのコミュニティ・スクール（学校

運営協議会）に期待する役割を伺う。  

 

 ②コミュニティ・スクール（学校運営協議会）と自治会・町内会との連携

ついて、どのように導いているか伺う。  

 

 

 

 

 

 

（※ 内容は詳細に記入してください。） 

（ 平井 登 議員 ２－２ ）  


